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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は豊子愷の文学・思想・日本文学翻訳について、共同研究者がそれぞれ先駆的な業績

をあげた。 
 研究代表者西槇は、豊子愷の小品文にみられる夏目漱石とラフカディオ・ハーンの影響を跡

付け、単著をまとめた。研究分担者大野公賀は、豊子愷の思想に焦点をあて、博士論文を提出

し、その後公刊した。研究分担者呉衛峰は、豊子愷訳『源氏物語』の成立背景の解明につとめ、

論文を執筆した。さらに、豊子愷研究の基礎文献となる「豊子愷旧蔵書索引」を作成、公表し

た。この作業には西槇、呉のほか研究協力者の林素幸も参加した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

   Each member of the group has reached some pioneering achievements. 

   Nishimaki, the representative of the research team, for instance, published his second 

book on Feng.  In this book, he shed a new light on the influence of Natsume Sôseki and 

Lafcadio Hearn on the essay of Feng.  Ono Kimika, another member of the team, focusing 

on Feng’s thoughts, wrote a PhD thesis on Feng and later published it as a book.  Go 

Eihou revealed the background of the Chinese translation of The Tale of Genji by Feng, 

and as a result of his research, he published a paper that was highy evaluated.   

   The index of Feng’s library was also compiled and made public by Nishimaki, Go and 

the collaborator Lin Suhsing.  It will be a valuable and foundational contribution to 

Feng studies. 
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１．研究開始当初の背景 
 近現代中国の知名画家・随筆家豊子愷は、
日本で吉川幸次郎によって早くから注目さ
れたにもかかわらず、その研究が進められた
のは近年である。楊暁文、西槇偉がそれぞれ
1998 年、2005 年に豊子愷に関する論著を刊
行したことにより、知日家豊子愷の研究が始
められたといえる。しかし、彼らの著書では、
豊子愷の小品文はあまり取り上げられなか
った。豊子愷研究が盛んな中国でも、あるい
は研究の機運が高まりつつある欧米でも、豊
子愷小品文の解読はほとんど行なわれてい
ない。 
 西槇は豊子愷の絵画や美術評論を美術
史・比較文化史の見地から分析してきたが、
そこで豊子愷絵画の間テキスト性を検証し
た。豊子愷は絵画制作に際して、しばしばテ
ーマやモチーフの借用を行い、再創作の手法
を駆使したのだ。文学創作においても、彼は
同様の方法を用いたのではないか。そのよう
な見通しをたて、西槇は 2005 年夏から豊子
愷と夏目漱石、小泉八雲の小品文の比較検討
を始めた。そして、2007 年までに論文を数編
発表した。 
 
２．研究の目的 
 （１）豊子愷の小品文にみられる夏目漱石
と小泉八雲の影響を究明しながら、豊の小品
文を読み解き、同時に漱石と八雲の作品を逆
照射する。目標に学術図書の刊行を掲げた。 
 （２）豊子愷研究にかんする基礎資料を整
理し、索引化する。豊の絵画・墨蹟・手稿・
旧蔵書の索引を作成する計画であった。 
 （３）弘一法師李叔同とのかかわりや、馬
一浮からの感化も視野に入れ、豊子愷におけ
る仏教思想を近代中国の思想史に位置づけ
る。 
 （４）開明書店や立達学園における豊子愷
の活動を再評価する。 
 （５）比較文学の観点から豊子愷の日本文
学翻訳を検討する。 
 
３．研究の方法 
（１）平成 20 年度の計画 

 ①1920 から 30 年代までの豊子愷の小品文
と漱石、ハーンとの関連を精査する。 
②豊子愷の絵画・墨蹟・手稿・旧蔵書の目

録作成。 
（２）平成 21 年度の計画 

①日中戦争期の豊子愷文学と漱石文学の

対比研究。 

②豊子愷の絵画・墨蹟・手稿・旧蔵書の目

録作成。 

（３）平成 22 年度の計画 

①豊子愷晩年の随筆連作『縁縁堂続筆』

（1972－73）と漱石『硝子戸の中』の比較研

究。 
②豊子愷の絵画・墨蹟・手稿・旧蔵書の目

録作成。 
 

４．研究成果 
 （１）西槇は豊子愷の小品文を夏目漱石、
小泉八雲とのかかわりから解読し、一連の論
文をまとめ、単著『響きあうテキスト―豊子
愷と漱石、ハーン』を刊行した。 
 本書は豊子愷研究としてのみでなく、漱石、
ハーン研究としても高く評価されるであろ
う。なぜなら、豊子愷小品は、それ自体で解
読されることは困難で、漱石、ハーンとの比
較から効果的に分析されうるのだ。 
 また、本書は漱石文学の中国的受容研究と
して、手薄だった漱石の小品研究としても、
確固たる位置を占めることになるだろう。ハ
ーン研究にも資するところがある。 
 （２）豊子愷の仏教思想に焦点をあて、研
究分担者の大野が博士学位論文を提出し、学
位取得後刊行したことも本研究の重要成果
である。 
 大野は豊子愷とその師李叔同との思想的
継承関係に着眼し、豊の仏教思想を深く掘り
下げている。同氏は内外で豊子愷にかんする
口頭発表を行い、論文を意欲的に公表してき
た。 
（３）豊子愷の旧蔵書調査については、豊の
旧居「縁縁堂記念館」に保管されているもの
を整理し、書目索引を作成した。同蔵書には
豊が閲読した『漱石全集』、ハーンの著書が
含まれ、実に興味深いものであった。 
 この書目索引は豊の文学・絵画・思想研究
には不可欠な基礎資料となるであろう。 
 （４）研究分担者の呉は「縁縁堂記念館」
に収蔵されている豊子愷の『源氏物語』翻訳
に用いられた参考書や翻訳原稿を実見し、翻
訳の成立背景を検証した。彼はさらに関係者
にインタビューを試みるなど、実証的なその
論稿は高く評価され、日本比較文学会創立 60
周年記念論集に収録された。 
 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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③大野公賀「立達学園と開明書店―民国期知
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④新聞記事、西槇偉「『漱石全集』をめぐる
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